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大阪府立能勢高等学校 萬 浪 温 子

1、 は じめに

私は現在、大阪府立能勢高等学校(総 合学科)で 教諭 として勤務 しています。奈良大学

文学部文化財学科を2008年 に卒業 して、府立高校で非常勤講i師を2年 経て、昨年度の教員

採用試験 に合格 し、今年度から正教員として働いています。

教科は地理歴史科、今年度の担当科目は日本史および世界史、専門は日本史です。校務

分掌は教務部、部活動はバ ドミントン部および茶道部の副顧問をしています。

2、 大 学 時代

私が教師 を志 したの は小学3年 生 の頃で した。 それ は当時 の担 任の先生 に憧 れて、 とい

うものだったのですが、その頃最 も具体 的に内容 が見える仕事 が 「学校 の先生」だったこ と、

そ して、学校 に対 して肯定的 に捉 えていた こ とが背 景 にあ るのだ と思い ます。 その後 大学

へ と進学 した私 は、「先生 になるこ と」 を夢 としなが らも、 どう して も叶 えたい と強 く思 う

ほ どで はな く、別 に教 師 になれ な くて もや りがい のある仕事 に就 ければ良い と思 ってい ま

した。

大学3回 生 の終 わ り頃になる と、「将来」 が現実味 を増 しての しかか って きま した。その

頃か ら焦 る気持 ち をごまかす ように、 人並 み に就職活動 をす る一 方、 「奈 良大学教 職学習

会」 に も参加 す るようにな り、自分 の将 来 につ いての さま ざまな可能性 の模 索 を始 め ま し

た。 やみ くもに始 めた就職 活動 で したが 、 さまざまな業種 の説明会 を受 けた り面接 に臨ん

だ りす る中で、 自分 に とって"や りたいこ と"を 思 い描 け るのが教育 の分 野 ばか りで、結

果 的に教 育関係の企業 か ら内定 を2つ 頂 きま した。 その頃 には学習会 において も教育 の こ

とにつ いて、みなで意見 を出 し合 った り考 えた りす る ことに充実感 を見 出 してい た私 は、

や は り公教育機 関で働 くこ とを諦 めた くない と思 い、頂 いた内定 を断 って、教 職への道 を

歩む ことを決意 しました。

その後、大学4回 生 での教育実習 を経 て、 ます ます教職へ の思 いは強 ま りま したが、そ

の年の採用試験 には合格す るこ とが で きませ んで した。卒 業後 は教職系 の大学院へ の進学
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も考 えたのですが、 自身の勉 強不足 もあって断念 し、講 師 として実践経験 を積 む ことを選

択 しま した。 この、大学生 の ころの就職 活動 、学習 会、そ して教育実習 といった体験 の中で、

「先生 になること」が私の 「夢」であ り 「目標」 にな りま した。 それはつ ま り、採用試験 に

合格 し、公立学 校の教師 になる とい う具体 的な 目標 と、 自分 が理 想 とす る教 師 にな りたい

とい う将来構想 における夢 、 この2つ が芽生 えた時期で した。

3、 非 常 勤 講 師 時 代

大学卒 業後、私 は母校 であ る大阪府立 交野高等学校(普 通科)で 非常勤 講師 として2年

勤 務 しま した。1年 目は週8時 間で3年 生の 日本 史B(必 修2単 位)と 世界 史演 習(選 択

2単 位)を 担 当 し、2年 目は週10時 間で2年 生 の 〕本 史B(2単 位)と3年 生の 日本史B

(2単 位)を 担 当 させ て頂 きま した。交野 高校 の生徒 は全体的 に穏 やかで ま じめで礼儀正 し

く、勤務 され ていた先 生方 は よく 「天 国だ」 とい う表現 をされてい ま したが 、 まさにその

ような比喩が似 合 う学校で した。非常勤 講師 とい う仕事 は授 業 をす るこ とが主体 になるの

で、学校運営 な どにはあ ま り関わ りませ ん。 そのため、私 は授 業 のあ り方 につ いて深 く考

えるようにな り、その中で強 く感 じた こ とが、教材研 究の大切 さと授 業 は"生 き物"だ と

い うことです。

教材研究 は よ く言われ るよ うに終わ りの ない もので、 それはや は り、高校教 師 を選ん だ

か らには、専 門性 を高め るこ とは必 須条件 であるか らです。教 師か ら授 業 は切 って も切 り

離せ ない もの。教材研 究 は仕事 とい うよ り、教師 としての心構 えの ような もの だ と思 い ま

す。そ して、2つ 目に書 きま した、授 業は生 き物 だ とい うこと。 これが授 業 をす るにあたっ

ての不安要素 で もあ り、醍醐味 で もあ ると思 います。 それ は受 け手 の生徒が常 に違 うか ら

です。 もちろん人が変 わるわけではないですが 、時間帯 や コンデ ィシ ョンや時期 によって、

彼 らは実 にさま ざまな表情 を見せ て くれ ます。そ れに よって、 もし同 じクラス に同 じ内容

の授業 を再度 した と して も、全 く同 じ授業 は二度 と出来 ない。そ う感 じた瞬間、本 当に今、

彼 らと授業 とい う空 間を介 して接 して いる時 間はか けが えのない もの だ と思 い、 この仕事

の重み を実感 しま した。

非常勤講 師 と して過 ご した2年 間 は、本 当に貴 重 な経験 とな りま した。今年 度、専 任 と

して赴任 する にあた って も、 この2年 間 自分 な りに必 死 に取 り組 んだ こ とが、力強 く私の

背 中を押 して くれ ま した。2年 間の中で、確信 で きた ことが あ ります。そ れは、一一生懸命

は伝 わる、とい うこ と。逆 に言 う と、私の働 きかけは思 った以上 に生徒 に影響力 を及 ぼす、
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とい う言い方 も出来 ます。 言葉 ひ とつに して も、注 意深 く選 ばない とい けない。私 の選 ん

だ仕事 は、他 人に とって 簡単 に正 に も負 に もなるのだ とい うことを学 び ま した。

4、 専 任 と して の 現 在

私が勤 める大 阪府立能勢高等学 校 は、大 阪府 の最北端 に位置 し、豊 かな 自然 に囲 まれた

特色あ る学校 です。 中高一一貫教 育校であ る こと、国際交流 に力 を入れ ている こ と(海 外 か

ら毎年留 学生が来 ること、修学旅行はマ レー シアであ るこ とな ど)、 農場が あるこ と、少 人

数教育 である こと、な ど、挙 げれば き りが あ りませ ん。その中で、私が今年度最 も大変 だっ

たの は、総合学科 ゆえ に多彩 な授業 を開講 してい る とい うこと、 言うなれば、持 ち科 目数

の多 さです。今年度、私は、1年 生の 日本史A(必 修2単 位)、2年 生の世 界史A(必 修2

単位)と 日本 史B(選 択4単 位)及 び教養 口本 史(選 択2単 位)、3年 生の 日本 史演習(選

択2単 位)の 計5科 目14時 間を担 当 しました。 これ まで、2科 目 しか持 った ことが なか っ

た私 に とって、5科 目は途 方 もない数 に思 え ま した。 とにか く教材研究 が大変 で、時 間が

掛 け られない分充分 な勉強 が出来ず、余裕 を持 った準備 も出来 な くなって しまい ま した。

生徒 も、 中高一 貫選抜 の ため学力 入試が ない分、基礎学力 が伴 わ ない生徒 も多 く、 また学

習意欲 も全体的 に高い とは言 え ませ ん。 中には家庭 に複雑 な課題 を抱 えている生徒 もお り、

生徒 の対応 も一筋縄 ではい きませ んで した。

専任 となって講 師時代 と大 きく変 わった ことは、責任の大 きさです。科 目が多 いだ とか、

初任 者であ るだ とかは、私個 人の問題 であ って、 一歩生徒 の前 に立 った ら、初任 者であ ろ

うがなん だろ うが"教 育の プロ"で なけれ ばな りませ ん。 もちろん、それ は講 師であ って

もそ うなのです が、講 師の と き以上 にその意識が 強 くな りました。 これ まで私 は、 自分へ

の 自信 の なさか ら、 どこか思い切 った指 導が 出来 てい なかった と思い ます。 しか し、それ

では単 に生徒か らした ら 「頼 りない」 だけです。周 りの先生方 も、私 の ような未熟 者の意

見 も大切 に して くれて、私 自身の指導 をす るよ うに と示唆 して くれ ま した。 しか し、指導

の方針 、 もっと大 きく言 えばそれ は、教育 観 と も言 える と思 います が、簡単 に確立 され る

ものではあ りませ ん。 む しろ安易 に形成 して しまってはい けない気が します。 それで も、

実際 目の前 の生徒 を指導 しなけれ ばな らない場面 は数多 く訪 れ ます 。の ちに変 わってい く

こ とは当然 だ と思い ますが 自分 自身の 明確 な ルール作 りを し、生徒 に不安感 を与 えない よ

うな指導 をしていか なければな らない と思 い ま した。 人は、立 場が変 われば意見が変 わる

ことがあ る と知 ったの は最近 です 。私は教師 として、生徒 の未 来 に良 い影響 を及ぼす働 き
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かけを していか なけれ ばならないの だと思い ます。

5、 お わ りに

この1年 を振 り返 る と、初め ての環境 に慣 れず体調 を崩 したこ ともあ りま した し、 日々

の授 業 をこなす ことが精 一杯 で、正直校務ではあ ま り役 に立て なか った と思い ます。 また、

コ ンス タン トに初任者研修が あ り、研 究授業 の準 備 に心 血 を注 ぎ…… と、これ まで歩 んで

きた人生 の中で も、最 も忙 しい1年 で した。何度 も何度 も弱音 を吐 きま した。それで も、

この仕事 をやめたい と思 った ことは1度 もあ りません。 む しろ、や りたい こ とは どん どん

溢れ て きます。生徒 た ちの存在 も、本当 にノくきい もので、落 ち込 ませて くれるの も生徒で

すが、 これ以上 ない とい う喜び をもた ら して くれ るの も生徒です。 「先生」 と呼 んで もらう

こ とに慣 れて しまった 自分 がい ますが 、それで もふ と、生徒 の発す る 「先 生」 とい う呼 び

かけに感慨深 くなって しまうときがあ ります。 これか ら先の教員 人生で 、生徒 の発する 「先

生」 とい う言葉 に、 中身が伴 うような教師 にな りたい と、強 く思 い ます。

来年 度(平 成23年 度)、 私 は新1年 生 の担 任 を持つ ことにな りました。小 ・中学校 の初

任者 は1年[か ら担任 を持 つ こと もよ くあ るようです が、高校の場 合、大抵2年 目か らの

ようです。私 もその例 に もれず担 任 を持つ ことにな り、現在新 年度準備 に追われ る 日々を

送 ってい ます。教師 を志 してか ら、ず っ と夢 にみて きた担任 。間近 に迎 えた今、 ひ とつの

サ ラ ダボ ウルの中で、不安 と期待 が ごろごろ と音 を立 ててぶ つか りあってい るような心境

です。気持 ちばか りが焦 って不 安でい っぱい になる ときがあ ります。 しか し、そ んな とき

ふ と気付 くのです。私 はひ と りで この学年 を見 るので はな く、他 の担任 含め、学年主任 、

学年 団、ひいては学校の教職 員全体で 、生徒 た ちを見 るのだ とい う、紛 れ もない事実。 ひ

とりで完結 す る世界 はあ りえ ませ ん。 どんな仕事 も誰 か と繋が っている。授 業 に して も、

受 け手 である生徒が いなければ成 り立 たないのですか ら。 同僚 を信頼 し、 自身の指 導 に信

念 を持 って、全力 で生徒 にぶ つか るこ と。恐 れていて も、不安 であ って も、明 日はや って

きます。だ った ら前 向 きに、向 ヒ心 を持 って、毎 日に向か ってい きたい と思 うのです。

「あ なたの夢 は何ですか?」 教師 と して、生徒た ちに問いか けるこ との多い質問 です。私

の この質問に対 す る回答 は、最初 に教師 になる ことを夢み た小学 校3年 生 の ときか ら今 ま

でず っ と変 わ りませ ん。 もちろんそ こに込 め られた想 いはその時 々で変化 しますが、今で

も迷い な くこう答え ます。それは 「先生 になる こと」 である、 と。
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